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第 4 章 大学研究者用パテントマップ作成ソフトの開発 

 

 

4－1 パテントマップ作成ソフト概要 

 

 第 3 章の議論および大学研究者の特許情報への対応に関する既存研究 1）を踏まえて、今回

は主として「特許情報活用経験が無く、特許情報の研究活用に関心が薄い大学研究者（図表

4-1 のＡ類型）」を対象に、検索初心者が使いやすいパテントマップ作成ソフトを開発するこ

ととした。但し、図表 4-1 のＢ類型、Ｃ類型の大学研究者についても、技術を他分野へ応用

展開する発想を促すために利用可能であると考えている。 

（図表 4－1）パテントマップ作成ソフトの基本的考え方 

 

 今回開発したパテントマップ作成ソフトは、 

 1．検索結果を 3 ヶ月毎の特許出願件数推移でグラフ化するソフト 

2．単独あるいは複数組み合わせた検索語句をスコアリング処理、すなわち検索語句に研究

者が任意に重み付け計数を設定してその結果を表示するソフト 

3．個別特許公報に用意されている整理標準化データ中の引用データベースに記録されてい

る特許公報番号、および特許公報本文から抽出した特許公報番号を利用して、キーとな

る特許公報からの引用関係を可視化するソフトの三種類である。 

なお、特許公報の引用関係可視化ソフトは、当初、キーとなる特許公報から過去方向への

引用関係を見るソフトとして開発していた。しかし、研究者ヒアリングの過程で、過去方向

への引用関係を把握した後に、重要特許・基本特許と思われる公報が見つかったら（当該特

許公報が引用された回数が多い）、その公報の被引用関係を将来方向に可視化するとその後

の展開が理解できるという御意見をいただき、その機能を組み込んだ改良を行っている。 

１）山口大学『大学における研究者用特許情報データベース活用モデルの構築と検証（平成 18 年度特許庁 

大学における知的財産権研究プロジェクト）』（山口大学、2007） 
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4－2 検索結果（期間別出願件数）グラフ化 

 

本節では、検索結果を 3 ヶ月毎の特許出願件数推移でグラフ化するパテントマップ作成ソ

フトを紹介する。なお、次節以降の表示も含め、検索結果のマッピングに至るまでの途中経

過図は便宜的に山口大学特許検索システムの画面を利用した。今回作成したパテントマップ

作成システムは、CSV 形式で情報の受け渡しを行なう汎用システムとして開発している。従

って、基本的には利用者が一定形式で検索データを調整することができたら、本パテントマ

ップ作成システムと連携可能である。 

次頁の図表 4－3 が、最終的な検索結果を 3 ヶ月毎（4 半期毎）の特許出願件数推移として

グラフ化した図である。図表 4－2 は、公報全文に「光触媒」「親水」の両方かそのうちのい

ずれかが含まれ、かつ、公報全文に「暗黒」「遮光」の両方かそのうちのいずれかが含まれる

特許公報を検索表示している。ここでは、検索結果合計 4041 件の冒頭部分を示した。なお、

検索結果は最大で 10 万件（100 件×1000 ページ）まで表示されるようになっている 

 

（図表 4－2）光触媒技術で検索 

 

 

 この検索結果表示画面から、グラフ表示ボタンをクリックすると次頁のグラフ画面となる。

検索処理要求が輻輳した場合のグラフ化処理完了までの速度を考慮して、最終的にはソフト

の初期設定値を検索結果 1000 件以下の場合に表示するようにしている。 
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（図表 4－3）光触媒技術で検索した結果のグラフ化 

 
 

 グラフは、検索結果リストを利用して暦年を基準に 3 ヶ月毎に集計した特許出願件数推移

を表している。特許情報の活用等に慣れていない前述Ａ類型研究者の場合、恐らく技術用語

や学術専門用語をテキストで検索するパターンが多いと考えられる。出願件数のグラフ化と

いう簡単なマッピング処理ではあるが、検索結果を処理し可視化することで短時間に一定の

特許出願傾向を把握することができる。図表 4－3 の事例でも、光が遮断された、あるいは短

時間しか光が投影しない状況下で機能する光触媒の出願件数は、1992 年 4 月から 6 月と 2004

年 1 月から 2005 年 3 月までの期間にピークがあることがわかる。研究者は、この情報を基に

該当期間を重点的に検索して出願件数増加理由や開発動向を探り、結果として研究時間合理

化の恩恵や着想のヒントを入手することが可能である。 
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4－3 明示的なスコアリング（重み付け）検索 

 

本節では、単独あるいは複数の検索語句を組み合わせた状態でスコアリング処理を行い、

その結果を表示するソフトを紹介する。これは、研究者ヒアリングの中から着想を得たもの

であり、研究者が意図的に検索語句に重み付け係数を設定して結果表示を行うものである。

研究者は、スコアリングやマッピング処理等が完全にブラックボックス化されることに漠然

とした不安感をいだいており、自分が選択した研究データについて選択に至る処理の根拠を

ある程度明確に把握することを望んでいる。そこで、単純に研究者自身で各検索語句の重み

付けを行う（1 から 10 の範囲）スコアリングソフトを制作した。 

 

（図表 4－4）スコアリングなしの場合 

 
図表 4－4 は、前節と同じく、公報全文に「光触媒」「親水」の両方かそのうちのいずれか

が含まれ、かつ、公報全文に「暗黒」「遮光」の両方かそのうちのいずれかが含まれる特許公

報を検索する画面である。画面右欄に重み付け係数をプルダウンメニューから選択する箇所

があり、ここでは全て 1 倍（スコアリングなし）で処理する画面となっている。ここでの検

索結果合計 4041 件は基本的に公報発行順に表示されることになる。 

次頁の図表 4－5 は、公報全文に「光触媒」「親水」の両方かそのうちのいずれかが含まれ

る部分を 1 倍に、そして論理積となる公報全文に「暗黒」「遮光」の両方かそのうちのいずれ

かが含まれる部分を 10 倍とする重み付け検索で特許公報を並び替えたものである。結果とし

て、光が遮断されたか短時間しか投影しない状況で機能する光触媒に関心を示す出願人が上

位に表示されることになる（図表 4－6）。 

 

重み付け係数は

全て 1 倍 
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（図表 4－5）スコアリングありの場合 

 

（図表 4－6）暗黒・遮光の重み付けを 10 倍にすると 

 

重み付け係数を

10 倍にすると 

重み付け係数を 10 倍にすると 

特定の会社が上位に浮上する 
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4－4 特許公報引用・被引用関係のグラフ化等 

 

本節では、個別特許公報で整備されている整理標準化データ中の引用情報データベースに

記録されている特許公報番号、および特許公報本文から抽出した特許公報番号も利用して、

キーとなる特許公報から過去に向けた特許公報の引用関係を樹形図等で可視化するソフトを

紹介する。併せて、過去方向への引用関係を把握する過程で被引用回数（当該特許公報が引

用された回数）が多い特許公報が見つかったら、その公報は重要特許あるいは基本特許の可

能性が高いので、その公報が引用された関係を将来方向に可視化するソフトも紹介する。 

なお、整理標準化データ中の引用情報データベースには非特許文献も含まれているが、今

回は引用・被引用関係で特許公報間を相互に行き来するマッピングソフト作成が目的であり、

非特許文献は除外してシステムを設計した。また、特許公報本文から抽出する特許公報番号

は、公報番号の間に半角あるいは全角スペースが挿入されている事例が多い、そこで、これ

らを含めたパターン解析を行いながら特許公報本文中の公報番号を抽出している。 

 

（図表 4－7）検索の手始めは公報全文のテキスト検索から 

 

 ここでは、特許情報検索に慣れていない研究者を想定して、公報全文へのテキスト検索等

から引用・被引用関係のマッピング画面に移行するようにしている。今回は、公報全文に「光

触媒」と「暗黒」の両方が含まれる（論理積）特許公報を検索した（図表 4－7）。画面二段

目の特許公報である特許第 3894144 号の左にあるチェックボタンをクリックして、次に左上

にある「引用表示」ボタンをクリックすると次頁の図表 4－8 の引用表示画面が表示される。

なお、図表 4－7 の公開特許公報 2004－275999 は特許第 3894144 号の公開特許公報であり、

この部分をチェックしても同じ結果となる。 

１．左欄のチェックボタン

をクリックする 

２．次に引用表示ボタンを

クリックする 
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（図表 4－8－1）特許第 3894144 号の公開特許公報 2004－275999 の引用関係が表示される 

 

 図表 4－8－1 は公開特許公報 2004－275999 の引用関係 

をマッピングした図である。マッピング結果表示行が多いため、 

結果表示の全体を、次頁以降に図表 4－8－2 から図表 4－8－7 として表示している。ここでは、

結果的に公開特許公報 2004－275999 号の審査過程等で引用されている過去の特許公報を表示し

ている。審査過程等で引用される情報は、拒絶理由としての引用や特許査定の際の引用等いくつ

かの分類があるが、今回のシステムでは工数の関係で引用に至る理由に対応した異なる処理は行

っていない。なお、公報本文中に記述されている特許公報番号も引用関係に反映されている。 

画面上部にある、引用文献・被引用文献欄で、被引用文献のチェックボタンをクリックすると

当該特許公報を引用した公報を将来に向かってマッピングすることができる。 

 図表 4－8－1 の「引用回数」は、キーとなっている公開特許公報 2004－275999 号の審査過程

等や公報本文中で引用されている回数である。重要特許・基本特許を探索する場合により有効な

情報は「被引用回数」であり、これはキーとなっている公開特許公報で引用されている過去の公

報について、その公報が引用されている回数を表示している。例えば、公開特許公報 2004－275999

号で何らかの形で引用されている公開特許公報平 07－171408 号は、その後に発行された特許公

報から 106 回引用されている（被引用）ため、重要特許・基本特許に近い公報と推測される。次

に、この公開特許公報平 07－171408 号をキーにして、公開特許公報平 07－171408 号から過去方

向に引用されている特許公報を調べると、件数は 0 件である。従って、公開特許公報平 07－171408

号が、基体上に光触媒粒子を接着させる光触媒体と製造方法に関して「難分解性結着剤を用いて

光触媒粒子をあらゆる基体上に脱離することなく接着する」「その場合でも光触媒体は充分な光

触媒機能が得られる」等に関して出発点にある技術の可能性が高いと推測される。 

公開特許公報 2004－

275999 の引用関係

公報番号をクリックする

と特許公報が表示される

（INPIT 公報固定アドレ

スサービスを利用） 

この公報は被引用回数が

多いので重要特許・基本特

許の可能性が高い 

数字をクリックすると 

当該公報の被引用関係

表示に飛ぶ 
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（図表 4－8－2）特許第 3894144 号の公開特許公報 2004－275999 の引用関係表示 続き

 

（図表 4－8－3）特許第 3894144 号の公開特許公報 2004－275999 の引用関係表示 続き 
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（図表 4－8－4）特許第 3894144 号の公開特許公報 2004－275999 の引用関係表示 続き 

 

（図表 4－8－5）特許第 3894144 号の公開特許公報 2004－275999 の引用関係表示 続き 
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（図表 4－8－6）特許第 3894144 号の公開特許公報 2004－275999 の引用関係表示 続き 

 

 

（図表 4－8－7）特許第 3894144 号の公開特許公報 2004－275999 の引用関係表示 続き 

 

 

上記マッピングで被引用回数が多い特許公報の引用関係等を順に探っていくと、比較的簡

単に重要特許・基本特許に到達する可能性が高い。例えば、図表 4－8－4 で 33 件引用されてい

る、公開特許公報平 05－309267 の「33 件」の数字をクリックして引用関係を表示させると 

次頁の図表 4－9 に示すマッピングが表示される。更に、公開特許公報平 05－17153 の被引用

回数が 6 回と表示されている部分をクリックして、公開特許公報平 05－17153 の引用関係を

過去に向かってマッピングすると（図表 4－10）引用関係が見えないため、とりあえずここ

が技術の起点である可能性が高いと推測することができる。 
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（図表 4－9）公開特許公報平 05－309267 の引用関係表示 

 

（図表 4－10）公開特許公報平 05－17153 の引用関係表示 
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 次に、引用被引用関係を、横方向時間軸で樹形図に表記するマッピングソフトを紹介する。 

（図表 4－11）公開特許公報 2003－304441（デジカメ）の引用・被引用関係樹形図 一部抜粋 
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（図表 4－12）公開特許公報平 05－309267（光触媒）の引用・被引用関係樹形図 

 

 

 前頁の図表 4－11 は、デジカメ技術に関する公開特許公報 2003－304441 公報発行日を起点

に過去に向かって引用・被引用関係を樹形図で表示したマッピングである。関係する公報件

数が多いため、ここではマッピングイメージの提示にとどめて樹形図先頭部分のみを表示し

ている。同様に、図表 4－12 は、光触媒技術に関する公開特許公報平 05－309267 公報発行日

を起点に引用・被引用関係を樹形図でマッピングしたものである。 

本節で紹介した特許公報の引用・被引用関係を処理するマッピングは、研究者がグラフ表

示を参照しながら次々に特許公報の引用・被引用間を探索可能であり、更に樹形図表示で研

究開発の推移を把握すれば、基本特許・重要特許の探索と技術展開の全体像を短時間で理解

することができるシステムとなっている。 
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